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復習：情報システム開発とは
• システムが対象とするもの

－人、組織の活動------当科目の対象

－機械の制御-----------電子/機械工学との境界

• 人、組織の活動（例）

－主活動 （開発、購入、製造、物流、販売）

－支援業務（経営、財務、人事、システム）

• Ｍａｋｅ／ Buy ／ アウトソーシング

• ユーザー部門との共同作業



復習：情報システム開発の全体プロセス

システム企画

要件定義 （要求分析）

外部設計

内部設計

製造／テスト

統合ﾃｽﾄ／移行

運用／保守（ 部分が当科目の主な対象）



復習：情報システム開発に必要なスキル

技術・知識

－ＩＴスキル（情報処理技術、開発技術）

－管理技法（分析技術、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技法）

－業務知識

・主活動 （開発、購入、製造、物流、販売）

・支援業務（経営、財務、人事、システム）

(株)アイテック
https://cds01.knowledgewing.com/itec/exam/itec2004hs.asp?corporate=1130sch
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１．情報システムの位置付け
① 改革の目的、目標 （市場創造、利益拡大、効率UP）

② 業務革新 （新商品、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ、生産性向上）

③ 新システム

（開発、購入、ｱｳﾄｿｰｽ）

④ 新業務

（組織、異動、導入教育）

⑦情報技術 ⑧ 分析技法 ⑨ 業務知識

⑤ システム構築

（構築技法、開発、PM）

⑥ 業務構築

（役割分担、業務フロー）



２．情報システム開発方法の種類
1. 設計手法に着目

2. 開発プロセスに着目

3. 実装時の配置に着目

4. システム規模に着目

5. 新規／改造に着目

6. 処理特性に着目

7. 企業統合に着目

8. 使用技術に着目



開発方法の違い
１．設計手法に着目

工程内で
の適用

・部分から試作し、実地検証

しながら、繰り返す。(ｽﾊﾟｲﾗﾙ)
ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝ
ｸﾞ方式

ﾚﾋﾞｭｰが
必須

・上流から下流までを順を追っ
て開発する方式。（主流）

ｳｫｰﾀｰﾌｫｰ
ﾙ方式

２．開発プロセスに着目

GUIから

始まり、

適用拡大

・属性と処理（＝ﾃﾞｰﾀと操作）を
一体化して設計（ｶﾌﾟｾﾙ化）

・ｿﾌﾄの部品化を進め易い。

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ
指向

主流。

DBは今

後も主流

・データの流れと分析に重点を
おいて進める。（ＤＦＤ、ＥＲ図、
データ正規化、構造化設計）

データ
中心



その他の開発方法の特徴

・リアルタイム処理
・バッチ処理

６．ｼｽﾃﾑ
特性

（S/W、 Ｈ／Ｗ）・一社のｼｽﾃﾑへ統合
・ブリッジ方式
・新規ｼｽﾃﾑ開発

７．企業統合

・新規開発
・改造型開発

５．新規／
改造

（フェーズ分け）
・一括開発（中小規模）
・段階開発（大規模）

４．規模

・低水準、高水準言語
・ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向言語

８．使用技術

（DB管理、処理、
ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰ
ｽ）

・ホスト中心
・２層、３層

３．実装の
配置



３．システム開発プロセス

３．１ 開発プロセスの標準化

３．２ 開発プロセス

３．３ 各工程の概要

３．４ 各工程の詳細

３．５ 開発プロセスの改善



３．１ 開発プロセスの標準化

①開発プロセス標準化以前の問題点

・システム仕様決定に期間がかかり過ぎる

・開発中に仕様変更が多く発生する

・開発工程上の手戻りが多く発生する

・種々のドキュメントが多すぎる

・システム仕様モレ、バグが残る

・予定以上の工数がかかる

・システムの完成が遅れがち

・システム保守が容易でない



②原因

・目標の周知徹底が不足

・機能定義および、その確認が不十分

・データ定義が徹底されていない

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ参加者のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが不足

・作業手順、作業方法が不明確

・ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾙがあいまい

・作業計画が十分明らかにされていない

・進捗管理、品質管理が不十分



③解決策
「システム開発工程、管理に標準ルールを取り入れる」

・確立した各種手法の取り入れ
－設計手法を決める
（分析・設計はＯＯ、データ分析はＥＲ手法とか）

－設計プロセスの各工程の内容・期間を決める

・プロジェクト管理手法を取り入れる
－納期・品質・コストの管理方法

・プロジェクト運営ルールを定める
－システム化の目的、目標を再確認
－役割分担、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ方法
－ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ・ﾙｰﾙ（＝成果物の文書化）
－変更管理方法、ﾈｰﾐﾝｸﾞﾙｰﾙ



④開発プロセス標準化の効用

・誰が担当しても、一定水準の

システムを開発することが出来る。

－ムラ、ムダ、ムリが少なくなり、

漏れ、誤解が減少し品質が上がる

要
件

外
設

内
設

製造・テス
ト

統合ﾃｽ
ﾄ・移行

要
件

外
設

内
設

製造・
テスト

統合
ﾃｽﾄ・
移行

品質、工数、コストとも改善できる品質、工数、コストとも問題が多い



３．２ 開発プロセス
システム企画

要件定義 （要求分析）

外部設計

内部設計

製造／テスト

統合ﾃｽﾄ／移行

運用／保守

（ 部分が当科目の主な対象）

－開発の全体プロセス－

業務構築

新業務完成



－開発プロセスのポイント－

・運転し、かつシステム育成運用／保守

・本番並みのﾃｽﾄ、ﾕｰｻﾞｰ承認統合ﾃｽﾄ／移行

・上記に基づいて、実装する製造／テスト

・実装ﾚﾍﾞﾙの仕様を全て決定内部設計

・ユーザーの立場に立って、必要
な仕様を決める（＝ユーザーマ
ニュアルの完成に等しい）

外部設計

・具体的に何がやりたいかをまと
めて、かつ実現可能性を検証する

要件定義 （要求
分析）

・何のためにどういうシステムが必
要かを提案し承認を得る

システム企画

工程のポイント



－各工程の対象－
各工程は、矢印で示す上流工程の各要件を、満足して
いる必要がある。
企画

・目標

・問題

・課題

・価値

要
件
定
義
／
ユ
｜
ザ
｜
要
件

外
部
設
計

内
部
設
計

製
造
・
テ
ス
ト

統
合
テ
ス
ト
・
移
行

運
用
・
保
守



補足：建築との対比

点検、クレーム、補修、増改築運用・保守

検査申請、建築確認、引越し統合テスト、移行

施工（基礎、柱立て、内装、配線・・）、設計監理製造・テスト

実施設計（強度設計、施行設計、配線、配管・・・）内部設計

基本設計（外観、間取り、平面図、模型、材質、収納、

設備、照明、コンセント位置・・・）、見積り

外部設計

施主の要求まとめ（用途、部屋数、内装、予算・・・）要件定義

プラン（目的、希望、問題解決、敷地、資金・・・）企画

＜住宅の建築＞＜システム開発＞



３．３ 各工程の概要

同じ・運転、監視、保守（改善・バグ修正・
ﾄﾗﾌﾞﾙ予防）

運用／保守

同じ・本番並みのﾃｽﾄ、ユーザー承認、
本番移行

統合ﾃｽﾄ／移行

同じ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ製造、テスト製造／テスト

設計ﾓﾃﾞﾙ・上記の物理ﾓﾃﾞﾙ（実装ﾚﾍﾞﾙ）内部設計

分析ﾓﾃﾞﾙ・機能、ＤＢ、Ｉ/Ｏ、構造を決定外部設計

要求ﾓﾃﾞﾙ・要求の調査／分析、範囲、要求仕
様まとめ（機能・DB・品質）、実現性、

費用、計画作成

要件定義

（要求分析）

同じ・目的、方針、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ、機能、構
造、効果、予算

システム企画

OO方式仕事の内容



３．３ 各工程の詳細
①システム企画

・内容 ：情報化戦略に基き、重点となる個別

のシステム化を計画する。

：システム化の目的、目標、対象範囲、

システム構造、主要機能、Ｃ／Ｏ時期、

予算、効果を検討。

・成果 ：システム化企画書

・その他：システム計画ともいう



②要件定義

• 内容：現状を調査し問題点、課題を分析する。

：その解決策の検討、および、システム

要求を検討。

：次いでシステム化要件を分析し、優先順位

付けをし、目標・期待効果・費用・リスクを勘案して

システム化範囲、フェーズ分けを決定。

：機能・データ・品質に関し要求仕様としてまとめる。

：要員、技術、費用、納期の実現可能性を検証。

• 成果：機能一覧、ＤＢ概念図、使用技術、開発計画

• その他：要求分析、システム分析ともいう



③外部設計
・内容：システム機能構造を具体化する。

（ユーザー視点で下方展開）
：下方展開された機能を概念ＤＢ・データ項目に

関連付けて、処理機能をデータ利用面から
明確にする。

：Ｉ／Ｏ画面、帳票を決定する。
：ＤＢのデータ項目の追加、補強。
：内部設計移行の開発計画の見直し。

・成果 ：外部機能一覧、論理ＤＢ図、業務フロー、
Ｉ／Ｏ画面・帳票仕様、移行・運用要件、
（上記は、ユーザーマニュアルのもとネタとなる）

• その他：概要設計、基本設計、機能設計ともいう



④内部設計
• 内容 ：外部機能を投影した形で、どのような内部機能

構造で実現するかについて検討。
：最下位レベルであるプログラム単位にまで
機能展開する。
：さらにプログラム機能を、単機能にまで
モジュール分割し、モジュール機能を決定する。
：処理効率を検討してＤＢ、ファイル物理構造を
決定。
：製造工程の開発計画の見直し。

・成果 ：プログラム／モジュール機能一覧、
物理ＤＢ図、ファイル構造、内部仕様書

その他 ：詳細設計、技術設計、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構造設計とも
いう



⑤製造～運用・保守
成果物内容

・運転計画、運転、監視

・保守（予防、改善、バグ）

・システムテスト

・ユーザー承認テスト

・移行（システム、データ、
ドキュメント）

・プログラム、画面の作成

・単体テスト

・モジュール結合テスト

・H/W、ミドルソフト導入

・運転監視記録運用・保守

・テスト結果報告

・移行結果報告

統合テスト・
移行

・プログラム製造・テスト



補足： システム化のポイント

• 目的が明解：あいまいさを残さない

• 段階分け：一番必要とされる機能から開発する。

：対象領域は、面で捉える。

（現状のやり方を残さない）

• 他社と差別化：同じことをやっていては負ける

・クロネコヤマト、セブンイレブン

• 有益である：利用者が明らかに利益を得る

・オンライン証券会社

・ネット・オークション



３．５ 開発プロセスの改善

①ＲＡＤ方式（Rapid Application Development）
－短納期、迅速開発

－特徴 ・ユーザー責任者が常時参加し、

すばやく仕様決定を行う

・少数精鋭（２～４名）、高度スキル

・段階的で、追加型開発（6ｹ月内）

・ツールの活用（自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ等)
（ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ部分が多いＷｅｂシステム
が適している。但し、要件定義、外部設計、DB
設計を省略することはない。）



②見積りの精度向上
－従来からの見積り方法

・システム規模、生産性をもとに、
開発期間、費用を見積る

（ベースになるのは、経験から割り出
したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ本数・ｻｲｽﾞ、１本当り工数）

－ＦＰ法---Function Point（機能数）
・ﾕｰｻﾞｰに提供するｼｽﾃﾑ機能をｶｳﾝﾄし、
その合計を求めるやりかた

・ｶｳﾝﾄ対象は、入力数・出力数・ﾃﾞｰﾀ
項目数など

・ｼｽﾃﾑの特性、処理複雑さ度合いなどを
加味する

（採用企業が増えれば、標準になる可能性がある）



③その他の改善項目
－技術標準の整備

・新技術のための開発標準の作成

・ソフト部品の品揃え（サブルーチンなど）

・技術教育の充実

－開発プロセスの改善

・ドキュメントの種類削減、様式の簡素化

・開発に必要な情報の共有化

・ツールの導入（自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ﾃｽﾄ支援・・・）

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾚﾋﾞｭｰ用資料の削減、兼用化 など



補足：仕様書の構成記号

• ドキュメント（書類）の構成では、章立ての

• 記号を統一しておく必要がある

例示： 第Ⅰ部 （ローマ数字）

１． （章）

１．１． （章の構成）

１）

①

イ）

ａ）



４．プロジェクト管理
４．１ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理の概要

①ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理の対象

・開発資源（組織、要員、外注先、

設備、情報、時間・期間、コスト）

・開発の方法（開発工程、変更履歴）

・成果物 （仕様書、プログラムコード、機能、

性能、品質）

②ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理の方法

・進捗 （計画との差、その原因、解決策は）

・体制 （レビュー体制、レビュー時点）

・システム内容 （重要点はｼｽﾃﾑ仕様検証）



４．２ 経験則
・納期を守ることが出来れば、品質・コストは、後からついて来る。

→納期厳守に集中

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾒﾝﾊﾞｰが出来ないと考えることは、当たっている。

→障害物を除く
・いくら早くﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを始めても、ｼｽﾃﾑは早く完成しない。

→上流工程が肝要

・大半のｼｽﾃﾑ欠陥は、上流工程で生まれる（要件定義、外部

設計、内部設計）

→上流工程が肝要

・大規模ｼｽﾃﾑは一度に開発しない

→分割が有効

・ツールの効用は絶大である

→広くツールを探し、活用する



４．３ プロジェクト体制
プロジェクトリーダー

レビューボード

システム開発マネージャー 業務整備マネージャー

シ
ス
テ
ム
開
発
チ
ー
ム

シ
ス
テ
ム
技
術
チ
ー
ム

シ
ス
テ
ム
運
用
チ
ー
ム

業
務
設
計
チ
ー
ム

業
務
整
備
チ
ー
ム

業
務
教
育
チ
ー
ム



補足：企業の情報システム開発組織

部門長

計画部門

企画部門

開発部門

技術部門

運用部門

（ｼｽﾃﾑ化計画、予算管理、人事管理、資源管理、人材育成）

（ｼｽﾃﾑ化のための調査、分析、企画）

（ｼｽﾃﾑの設計、製造、テスト、本番移行）

（ＩＴ技術調査、ＯＳ選定、ミドルソフト選定、ＩＴ技術標準）

（ｼｽﾃﾑの運用、データ入力、保守改善、設備の点検保守）



５． 必要なＩＴテクノロジー （例示）
・Ｂ２Ｃ（Business to Customer）

－ｾｷｭﾘﾃｨ（Ｆｉｒｅ Ｗａｌｌ、VPN、SSL、電子証明書・・・）
－ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ（i-mode、ﾌﾞﾗｳｻﾞｰ・・・）
－ｻｰﾊﾞｰ(Ｗｅｂｻｰﾊﾞｰ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞｰ、

DBMS、Java、JavaBeans、ＯＳ・・・)
・Ｂ２Ｂ（ Business to Business ）

－ｾｷｭﾘﾃｨ（VPN、SSL、電子証明書・・・）
－ﾃﾞｰﾀﾚﾍﾞﾙの連携（ＸＭＬ、ＸＳＬ、ＸＳＱＬ・・・）
－インターフェース（ＦＴＰ、ＨＴＴＰＳ、ＳＭＴＰ、メッセージ・

キューイング・・・）
・コラボレーション

－ワーフローサーバー、ネットミーティング、メールサーバー
－データ共有（ＤＢＭＳ）

・その他要素
－OS（ＵＮＩＸ、WindowsーＮＴ、ＬＩＮＵＸ）
－運営（リモート障害監視、ｻｰﾊﾞｰ集中監視・・・）



①アイデアを出す

－アイデア発想法

・つめ込む（ネタ、ルート、媒体）

・絞り込む（重点、重要）

・体系化 （関連付け、構造化）

・追加する（話す、人から）

－５Ｗ３Ｈで発想する

・Ｗｈａｔ、Ｗｈｙ、Ｗｈｅｎ、Ｗｈｏ，Ｗｈｅｒｅ

・Ｈｏｗ ｔｏ

・Ｈｏｗ ｍｕｃｈ

・Ｈｏｗ ｍａｎｙ

６． 必要な分析技法 （例示）



② 目的発想法----（村上 哲大氏）

・目的を決めて、その達成手段を考える。（機能分析）

・問題点を見つけて、その原因を探る。（因果分析）

売上拡大

商品を揃える 店舗を増やす 売れる価格を設定

利益を増やす

売上拡大 価格を上げる 費用を下げる

（カードに書く、ＷＨＹを繰り返す、原点に帰る）

例示： （目的）

（手段）

（目的）

（手段）



③下位への展開方法

－機能に着目（つまり役割に着目）

・ＸＸＸが必要、正確さ、迅速さ、安く

－業務プロセスに着目（順序、手順）

－資源に着目（人、モノ、金、情報、時間）

－管理サイクルに着目（Ｐｌａｎ-Ｄｏ-Ｓｅｅ）
－現場に着目（数量、品質、コスト、納期・・・）

－内容の説明型（下位で上位の説明をする）



例示：機能に着目した下位展開方法

・対象とする目的や問題を機能面から分析

・機能面では、働き、役割に注目する

利益を２倍にする 売上を１．５倍

費用を３０％下げる

固定客を増やす

扱い商品を増やす

顧客管理を強化

コンタクトを強化

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽを充実

新商品を探す

仕入れルート開拓

（機能分析）



例示：業務プロセスに着目した下位展開方法
・対象とする目的や問題をプロセス面から分析

・業務の実施順序、手順に着目する

製造コストを下げる 原材料を安く仕入

検査工数を減らす

競合させる

見積もりをとる

ベンダーを探す

複数に絞る

加工コストを下げる 加工工程を減らす

（機能分析）

一度に複数加工

加工器具を開発

不良率を減らす 不良原因を調査



例示：資源に着目した下位展開方法

・対象とする目的や問題を資源面から分析

・資源面では、人、モノ、金、情報、時間に注目する

製品不良が多い 人の熟練度が低い

教育設備が無い

教育不足

練習が少ない

教育時間が無い

教育資料が無い

先輩が忙しい

工員が忙しい

（因果分析）

マニュアルが不備

スペースが無い

予算が無い



参考：リテラシ（素養）
従来のリテラシ（素養）

・読み、書き、そろばん、話す、教養

情報技術リテラシ（ＩＴリテラシ）

＜狭義＞コンピュータを操作できる

＜広義＞ ・情報ネットワークを活用して、

・必要な情報を収集･整理・加工・分析し、

・本質をつかんで情報を発信できる能力。

・ＩＴを技術として管理、評価できる能力。

ベースのリテラシ
・自分の考えを持つ（本を読む＝考える）
・自分は、何がしたいかを考える力
・文章表現の能力（構想力、構成、文書化）
・うそを見抜く力
・他人の権利を侵害しない態度
・技術を評価して、何に使うべきかを考える力

仕事のリテラシ
・一時には、一つのことに集中する
・立場を変えて考えてみる力（相手、お客）
・人との協調、チームメンバーシップ
・考えを紙に書いて整理する
・問題解決能力（問題点→原因究明→解決策）
・目標達成能力（目的→手段の連鎖発想）



補足：ＳＥの能力

・アプリケーションＳＥは、上流のシステム設計能力が主

・プログラミング能力は無くてもＳＥが務まる

基礎能力
（好奇心、集中力、分析力、概念構成力、人間関係）

３０％

システム設計
（業務知識、ＩＴ専門知識）

６５％

プログラミング
能力

５％



７．まとめとレポート課題
• 重要項目

－システム開発の、大きな二つの方法（ＤＯＡ、ＯＯ）

－システム開発プロセスと、各工程の内容

－システム開発の５要素

（IT処理技術、システム開発の技術、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理、

業務知識、分析技法）

・ レポート課題（Ａ４ｘ１、２枚）

①システム開発の流れを説明してください。

②上記①の中で自分が最も興味がある工程に

ついて重要ポイントをあげてください。

期限 次回の授業開始時点

提出 レポート用紙またはメール



参考書等

参考書 ：中桐 紀幸著

「即戦ＵＭＬモデリング 業種・業務別サンプル集」

（リックテレコム社、３１００円）

：布川 薫ほか著

「ＳＥの基礎知識、アプリケーション開発技術」

（リックテレコム社、３０００円）

：河村 一樹著

「情報システム設計・開発技術」

（近代科学社、２９００円）

：村上 哲大著

「仕事を生かす目的発想法」

（渓水社、１３００円）


